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食品添加物公定書は今回大巾に改正され第三版として公布されることになりました.収載品目は，現在

わが国で指定されている食品添加物 340品目であります.本解説書は公定書に収載された規格 ・試験法

についての詳細な〔注〕と，収載食品添加物に対する〔解説〕を加えたものであります.

本書の特長とするところは，規格，試験法についての詳細な 〔注〕 に止まらず，特に解説において食品

中の添加物の分析(法)，代謝，および毒性の項を設け詳細かっ具体的な説明を加えたことであります.

食品中の分析の項ではしばしば問題となっている保存料，殺菌料，着色料などの分離，抽出， 定量法に

ついて最新の文献を網羅 し詳細に記述されております.また併せて製剤j中の分析についても詳述しまし

た.

代謝の項では，消化管からの吸収，体内分布および排池などの動態がその代謝物をふくめて的確に把握

でき るよ う解説が加えられています.

毒性の項では急性，豆急性および慢性毒性に分類して記述されているほか，最近とみに重視される よう

になった食品添加物の催奇形性ならびに次世代に及ぼす影響を観察 した繁殖試験の結果についても集録

されていて代謝とともに毒性の種差も明らかにできるのが特長であります.執筆者は食品添加物公定書

の改正に直接携わられた第一線の専門家と医学，築学，農学の権威者による綿密な検討を経て詳述され

ており ，その内容は実際的かつ的確なものであります.

R. S. WEISER: FUNDAMENTALS OF IMMUNOLOGY 

ウイ十免疫学入門
松橋直 ・大谷杉士訳 4，800円

免疫学は医学の分野ばかりでなく ，獣医学，動物学，植物学，生物化学など，生物学のいずれの分野で

もその知識と技術が姿望されるほど基礎的な学問となってきている 本舎はその点を十分に考慮して，

医学部および関連学部の学生や若い研究者が，免疫学に興味を持ち，基礎的な知識を体得して，医学 ・

生物学のさまざまな現象を免疫学の立場から理解し，研究を始める手掛りがえられるように意図された

「免疫学への入門書」である.

世界の民間薬
刈米達夫 著 2，8∞円

民間薬は世界各地の民族が何千年にもわたる経験により薬効を知られ言い伝えられたもので，これらの

中から現代の医学に用いられている薬物も沢山出ている.世界の民間薬を全部集録すれば数限りないか

ら，本欝にはかつて英米独仏箆その他の薬局方などに収載されて権威づけられた民間楽230種を集録し

原植物，薬効，成分，エピ ソー ドな どを通読に便利なように簡明に記載し，原色写真24枚及び単色写真

58枚:を力日えてある. ¥ 

化学と薬学の教室 新鮮な内容・やさしい解説
1月，5月，9月，11月発行 350円

本誌は化学 ・薬学を専攻する学生の諜外の読み物として，講義や専門書では短時日にまた十分に習得で

きない新しい広範な知識を自然と身につけさせる ことを意図して刊行された.新しいこと，基礎的なこ

とを初歩の者にも理解できるようにわかりやすく解説し，通学の途上や睡眠前のひとときにも気軽く読

めるように編集してある.

第 1号-38号好評発売中/ この雑誌だけは，第 1号よリおそろえ下さい.系統的に学べるように編集

されております.既刊の号は第 1号より 常に用意 してご注文をお待ちしておリます.

顎 虞川書 j苫
113-91東京都文京区本郷局私書箱38号

振替東京80591番 ・電話 (815)3651 



薬史学雑誌

和漢薬の本草学的研究(第 3報)

中国産続断、大蔚および小剰について 1)

難波恒雄1ベ 久保道徳lb)*

Historical and HerbOlogical* Studies on the 

Traditional Japanese and Chinese Crude Drugs (3) 

"Hsutua.，n"， "Tachi" and "Hsiaochi" from China 

Tsuneo NAMBA2') and Michinori KUB02b) 

Research Institute lor WAKAN-YAKU， University 01 

Toyama2.) and Faculty 01 Pharmacy， Kinki University2b) 

Summary 

Chinese crude daug“Hsutuan (Xuduan)続断"is listed in Shen-nung-pen-ts'ao-ching神農

本草経 asthe remedy for many diseases， such as fracture， contusion， low back pain， tumour 

pain and difficu1t delivery， and the prescriptions of Hsutuan are also inc1uded in many Chi-

nese medical books. 

Considering the descriptions in many herbals (Pen-ts'ao-shu本草書)， the origin of Hsutuan 

reported by Su-ching蘇敬， Han-pao-sheng韓保昇 andSu-sung蘇領 isregarded as Dipsaωs 

asper W ALL. of Diρsaωceae. At present， crude drug Hsutuan from China has been confirmed 
as the root of this plant， and therefore， the proper goods named Hsutuan has been believed 

to be Dipsacus asper WALL.. But， the line drawing of Yuehchou-Hsutuan越州統断 appeared

in Cheng-Iei-pen-ts' ao証類本草 definitelyshows Cirsium plant of Compositae， this is also a 

kind of Hsutuan. 

Chinese crude drugs ‘'Tachi (Daji) 大繭"and “Hsiaochi (Xiaoji) 小前川 are listed in 

Ming-i-pieh-Iu名医別録 asthe remedy for hematemesis， nasal bleeding， fracture， contusion， 

suppurative diseases and women's diseases. These medical effects show a c10se resemblance 

to those of Hsutuan. 

The origins of Tachi and Hsiaochi vary by the historical and regional conditions as Table 

1. But， considering the drawing and description in herbals， the proper crude drugs of Tachi 

and Hsiaochi are originated from Cirsium and Breea plants of Compositae. And both plants 

have been prescribed for same medical effects. 

(1)続断の基源植物の混乱について *)富山大学薬学部和漢薬研究施設2U，

近畿大学薬学部川

1 )第 2報，薬史学雑誌， 5 (2)，1-12 (1970) 

1 

続断は神農本草経S) の上品には 「味苦，微温，主傷

寒，補不足，金搭， III重傷，折鉄，続筋骨，婦人乳難，

久服益気力J，名医別録引には 「崩中，漏血，金搭，

血内漏，止痛，生肌肉及腕傷悪血，腰痛，関節緩急」

と記載され，古くから強壮および外傷，化膿性疾患，

打撲， 筋骨の折傷，腰痛，関節炎，難産引， 月経不JI頂

などの治療薬とされていた.

本報は“漢薬 ・続断の生薬学的研究 生薬学

続断の基源に関しては，歴代本草書に数種の植物が

あげられているが，今日中国で用いられている続断お

よびわが国への輸入品続断の基源は既に報告目したご

とく Dかsacaceaeの Dipsacnsasper WALL.の根であ

る.このものは中約志6)および中華人民共和国菊典7)

に正常品の一つにあげられているもので，以下に論述

雑誌， 25(2)， 65-73 (1971)の続報である.

2) Location : a) Gofuhu， Toyama， b) Kowakae， 
Higashiosaka 

*)欧米では中国の本草l乙対する言葉としてHerbal

があるが，学問的体系が確立されていないため，

本草学とい う言葉はない.欧米における本車学

は薬物学と同義語とされ古くは Pharmacology

であったが，現在の時点では内容が異なってき

た.そこで本草学として“Herbology"という

言葉を提唱する

3)唐慎微， “重修政和経史証類備用本草人民衛

生出版社影印本，第 1版，北京， 1957.続断:

7巻， p.181，大小前 :9巻， p.221. 
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するごとく統断の古来の正常品もこのものであろうと

恩われる.続断としろ生薬名は薬効上からつけられた

名称で，筋骨の折傷などに用いられているものが，し

ばしば続断と称され，古来異物同名品が多い.たとえ

ば梁の陶隠居，)は当時の市場品について次の 3種の続

断をあげている.一つは 「節節断皮，貰徽状，難脚者

又呼為桑上寄生」というもので， このものは Lora

nthaceaeの Loranthns属または Viscnm属植物であ

ろうと恩われる.今一つは「接骨樹，高丈余許，葉似

顔葱」 というもので， このものは Caρrifoliaceaeの

Sambucus属植物と推測され，これらはともに筋骨の

折傷などに用いられていた.あとの一つは広州|で用い

られているもので「ー藤名統断叱 一名諸膝，断基茎

器京其汁飲之，療虚損，絶傷，用泳頭又長髪，折校挿

地」というものであり，このものは基源不明である.

向隠居引はこれらはいずれも真物でないと云ってい

る.その他5J1j名に続断とL、う名称が使われているもの

として神足基本草経3)に「石龍都…ー名草続断」という

ものがあり ， リュウマチなどの治療薬とされている.

また本草綱目拾遺山には「建蘭花一根 :土続断山」

があげられ，打撲症に用いている.

また続断は古くから煎]類生薬 (Compositaeの Cir-

sium属植物およびその近縁種を基源とする生薬類〉

と混乱して用いられていた.貌の李当之町は「虎煎」

のことだといい，賓の1'8tE方3)には 「続断即是馬爾，

与小商業相似，但大於小煎]爾，業似努翁莱而小厚，両

辺有刺刺人，其花紫色〈続断は馬術の ζ とであり ，小

刻葉K似ているが，小菊よりも大きい，葉は努翁菜K

似て小きく厚く，両辺K刺針があって人を刺す，;tEは

紫色)Jとあり ，このものについて北栄の蘇碩，)は今

越州生者相類」と述べている.越川|は今のflfr江省紹興

県附近にあた り14l大観本草川，政和本草3) 紹興本

草15)にあげられた 「越川、|統断」の図 (Fig.1-C)は頭

上花の総萄片が鐙状で，茎に刺針がみられ，葉は茎を

抱き，羽状に切れこみ， t良出禁が花時に残存し，太い

根が多く散出していることから Cirsium属植物中

Cirsium japonicum DC. の形態に極めて類似したも

のであろう と恩われるが，中国には本植物が分布しな

いことになっている加ので，その近縁種とすべきで

あろう.また泡圧方に「続断即是馬煎jJ と云っている

が，唐の外台秘要m に淋疾の治療法の一つに「取生

続断絞汁ー升服之」とあり，大観本草，政和本草には

これには「馬剰摂」があたると注釈している.日華子

本草，)には続断の別名に「大煎」があげられ，いずれ

も続断の 1種に Cirsium 属植物およびその近縁種が

用いられていた.

これとは逆に「大煎」 と称されるものにその基源が

D妙sacus属槌物と恩われるものがある.清の植物名

実図考18) の「大約」の一つがそれである.本書には

「大苅」として 2図 (Fig.12-B， C)があげられ，一つ

(Fig.12-B)は明らかに Cirsinm属植物であるが，

一つは 「医書相承，多以続断為!lP大前根.今江西，南

翰産者根較肥，土医呼為土人参，或以歎人，其即郷機

所云南統断耶」 と云っているもので，図(Fig.12-C)

は肥大根が散出，板出葉が羽状深裂し，こ のものは明

らかに Diρsacusas戸ertVALL.の幼酋と合致する.

大粛に関しては名医別録3) の中品に「大小繁恨味甘

温，主養精保血，大約主女子赤白沃，安胎，止吐血，

卿血，令人肥健」とあり ，今日でも大前， 小刻または

大小刻の名で出血性諸疾患などの治療薬として頻用さ

れているが，本草では外傷，打撲，化膿性疾患，婦人

疾患などの治療にも用いられ，続断の薬効と共通した

点が多く，清の楊時泰聞は 「大前与統断茎葉有別，

功用相近」と指適している. それゆえ Cirsiwn属植

物が続断の同効代用品的に使用されていたためにこの

ような混乱が生じたのであろうと思われる.しかし唐

の千金要方20) には月経不順やこしけに用いられる処

方中に 「続断」と 「小約根」の 2品が同時に配剤され

ている例もあり ，当時は両者を区別して使っていたの

であろうが，それらの基源は現在不明でーあり ，混乱は

その以後にも続いている.

4) r矢数道明，漢方の臨床， 19(1)， 26(1972).神

経本草経の宇L難と産難Jの中で宇L難は難産の乙

とであると解釈しており，われわれも乙の意見

をとる.

5)難波恒雄，久保道徳，生薬学雑誌， 25 (2)， 65 

~73 (1971). 

6)中国医学科学院荷物研究所等調書，“中刻志 人

民衛生出版社，北京， 195θ.続断 :第1冊，pp. 

528~532 ， 大烈 : 第 3 冊， pp. 1~5，小刻 : 第

3冊， pp. 6~14. 

7)中華人民共和国衛生部約典委員会編， “中華人

民共和国約典1963年版一部'¥人民衛生出版社，

北京， 1964.続断 :p.260，小刻 :pp. 21~22 

8)本箪経集注へ大観本草10ヘ 政和本草引ではこ

のよう にな っているが，本草網目1!lでは 「ー名

続断藤」と変更している

9)陶弘景J‘本草経集注影印版，南大阪印刷セ

ンタ ー， 大阪，1972. p.64. 

10)唐慎微，“経史証類大観本草光緒甲辰武昌利

氏重校版，復刻版，広川書広，東京， 1970. 続

断:7巻，pp. 186~ 187，大小前 :9巻， pp.245 

~246. 

11)李時珍，“本草綱目続断，大小刻 :巻15，軍
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[IIJ続断の基源植物に関する歴史的考察

前記のごとく陶隠居引は 3種の続断をあげ，すべて

真物でないと云っているが，真物の続断については記

していない.唐初期に蘇敬3) は当時の正常品について

「業似苧 而茎方，根如大商]黄白色(禁は苧1<::似てお

り，茎は四角形で，根は大前の如くで黄白色)Jとい

い，さらに北宋の韓保昇引は「葉似苧茎方両葉対，花

紅白色，根如大煎，一株有五六校(葉は苧1<::似てお

り，茎は四角形で，葉が対生し，;tEは紅白色，根は大

烈の如くで，一株1<::五六本の芝がある)Jといい，

蘇碩引は「三月巴後生苗， 平平四稜似苧麻薬亦類之両両

相対而生四月開花紅白色似益母花，根虫日大烈]赤黄色七

用八月採(三月以後t<::苗が生え，草卒は四稜で苧麻1<::

似，業もまたとれに類して対生し，四月 lζ益母;tEt<::似

た紅白色の;tEが関き ，根は大衡のようで，外面赤黄色

で，七月八月l乙採集する)Jと詳述し，証類本草にあ

げられた「絡j十|続断2lJJの図 (Fig.1-B) がこれらの

記文と合致する.これらの基源に関して江戸時代の松

岡玄達22) は，本草和名23) にしるされた「統断 :和名

波美，一名於会乃也加良」や延喜式24)の「和名考異」

に誌された「続断 :也末阿佐美」などをあらためて

「真ノ続断ハ今ノヲドリ草ノ根ナ リ証類本草ニ出ス方

茎麻薬ノ:者是ナリ ，漢土ヨリ来ノレノ、皆大繭根(ヤマア

ザミ〉ナリ.二物ノ之板相似タリ但統断ハ根細，小菊I

恨ハ長大，岐多ツ.故ニ容者ハ煎根ヲ以テ之ニ偽ノレナ

リ」と云っている.確かに Lamiumalbum L. var. 

barbatum (SlEB. et ZUCC.) FRANCH. et SA VAT. 

オドリ コソウは玄達の云うごとく証類本草の記文とほ

X符合し，その後この説が通説となった.小野蘭山25)

もこの説を採用し， rオドリコソウ…是川続断ナリ ，

舶来ノ者ハ根皆大ナリ是南続断ナリ，其形略資j(アザ

ミ〉根ニ似タノレモアリ ，故ニ本邦ニテ煎1根ヲトリ売者

アリJと述べているが，しかし「舶来ノ中ニ茎ヲ連ル

モノアノレヲ見ニ方ニシテ対生スノレ トキハ煎類ニ非ズ」

と疑問視している. また石戸谷26) は蘇敬，隷保昇，

蘇磁の説は Labiataeの Phlomismaximowiczii REG-

EL オオパキセワタおよび Lal倒 umalbum L.にあた

ると述べ，大連および朝鮮では Phlonismaxim仰 iczii

の恨が用いられているとし27l四宗定2山もその生薬学

的研究を行ない朝鮮市場品は本種であると報告してい

る.中約志引にも四川省の一地域で本種の根を続断と

していると記している.

しかし，蘇敬，総保昇，蘇碩などが本草に記載した

「茎や葉が苧麻に似ており ，茎が四稜で，葉が対生

し，花が紅白色，根が大商の如くである」 とい う続断

は現在中国で正常品にされている Ditsacus aster 

W ALL. の形態に類似し，今日香港市場品およびわが

国への輸入品統断もわれわれが証明した¥)ごと く，本

種であるので，本草記載の続断は Ditsacnsaster W A-

LL. をあてるのが妥当であると考える.すなわち本種

の植物形態は茎に稜があり，葉が対生で，羽状に 3裂

し，白色の頭状花序をつけ，根茎がわずかに横走し，

数本の茎が認められ，根が茶かっ色で Cirsium属植

物と類似しており，明らかに本草の記文と合致する.

続断の産地に関しては，靖子計然30) に三輪(侠西

省中部〉にL!:lずるとあり，広州記30) には郡平県 (広

西省の境)に出ずるとあり，扇鵠3引は梁州 〈侠西省

の漢中道および四川省)に生ずると云っている.名医

別録引には常山(斯江省常山県〉に生ずるとあり ，蘇

碩は輿元府(侠西省南郷県)，苦手州(安徽省沼山県)，

越:トトI(百万江省紹興県)，否州(山西省臨2分県〉にある

と述べている.Ditsacus as戸erWALL. の分布はイソ

ド，ネパール， 中国の中部，南西部の 1000~2000m

にかけて普通であり 31，S2}，総州，三献，郭平県，梁州，

侠酋，河中，輿元府，官?州などはこの分布域に入る.

話E類本草にあげられている 「畜州統民frJの図 (Fig.

1-A〉は根が単一長円錐状で，横敏が明瞭で，Dψsacus

おj本草綱目附図，32T， 

12)越学敏，“本草網目拾遺 7巻，清光緒張紹栄

刻本，商務印書館，香港， 1954， p.287 

13)ζ のものは 「物理小識」に 「都梁関根名土続断」

とある もの と同じであると云っている.

14)産地考証についてはすべて謝寿昌等， “中国古

今地名大辞典"商務印書館，上海， 1933. およ

び青山定雄，“中国歴代地名大要覚大安影印

本，東京， 1965.によった.

15)唐似微，“紹興校定経史証類備急本草 龍谷大

学図曾館蔵，春陽堂干U，東京， 1971. 続断 :巻

8上，小刻 :巻 10上.

16) SIRO KITAMURA， Compositae ]aponicae， 

Memoirs of the College of Science， Kyoto 

University， Series B， 13. 1937. pp. 64~66. 

17)玉煎J‘外台秘要巻27，国立中国医薬研究所

版，台北， 1964， p.729. ほか，

18)呉其溶， “徳物名実図考 中華書局，北京，

1963. 続断 :巻14，p. 268.大小筒 :巻11，pp. 

291~293 

19)楊時泰侶，“本草述、鈎元 9巻，科技術生出版

社， 1958， p.225. 

20)孫恩，払 “備急千金要方"， 4巻，国立中国医薬

研究所版，台北， 1954， p.66~67. 

21)絡州は今の山西省新総豚.

22)松岡玄逮，“用薬須知巻之 2，岡村殉兵衛，

唐本屋八郎兵衛梓行，京都， 1726， 19丁.

23)深根締仁f本車和名上巻，党政版 (1797年)，
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japonicus MIQ. の形状に近似し，本種は中国南東部

に分布し，植物分域上からも符合する.本草網目 11l

の附図の続断の図 (Fig.3)はこの膏州統断に似せて

書かれたものであろう. なお Diρsacusjaρomcusは

中蔚芝、引に正常品の一つにあげられてお り，河南，江

西，広東，広西省等でわずかに産出されている.また

実用中蔚手冊33) の続断は本種があげられ，慢性関節

リュウマチ，打撲，筋肉痛，腰痛などに用いられてい

る.しかし，現在市販されている香港およびわが国へ

の輸入品には本種を基源とする生薬はない.

明の本草品業精要刊には「萄川者佳，根脂潤肥大

者為好，類玄参而貫徹，色赤黄，主続筋骨(四川省産

のものがよく ，板が脂潤し，肥大したも のがよく，そ

の形状は玄参lζ類似し，賞量産のあるもので，色は赤策

色，筋骨の接続l己用いる )Jと記載されている.本草蒙

釜36) にも「陳萄最盛三月縫生，似苧麻薬，苗幹四稜，

類大煎恨，皮色黄赤，資之入薬，取根於秋， 多有塵良

務択精細，但認状主日鶏脚者為上，節節院rr皮貫徹者方

真，去向裏硬筋，以醇酒浸宿(河南省や四川省IL:多く

あり，三月にわずかに生じ，苧麻業IL:似，茎は四稜で，

大都]根l乙類似し，表面は賞赤色，薬用lとするには秋IL:

根を採集し，多く禽のものが良く ，よく選べ，鶏脚状

のものが上等品で，節々を切断し， 表面IL:黄色の鍛の

ある ものが真物である .内側の硬いと乙ろを去り，丸

一日濃くてよい酒に漬けよ)Jと記載している.これら

は明らかに Dipsacusasper W ALL.を指したものであ

ろう .確かに Dipsacusasperを基源とする続断は，

Scroρhulara mingpoensis HEMSL.および buergeriana

MIQ. ゴマノハグサの根の外観および切断面の色と極

めて似ており，その隆起部のコノレク層が奈u離すると黄

色になり ，細恨の残痕が節状になり ，鶏脚に似ている.

また Dipsacusiaponicusの地下部と比べると ，地下部

は鶏脚状と云えぬこともない.質は硬く ，破折するとわ

ずかに粉塵が飛ぶこ とがあり ，これも上記記文とよく

合致する.本草原始36) には「ー名接骨，侠萄最勝，功

能接続筋骨之i折折故名続断・・，市者形如玄参色黒医亦

通用， 状如難脚節節断皮貫徹者及真也(ー名接骨とい

い， 河南省や四川省産のものが最も勝れており，筋骨の

折傷に用いられる乙とから続断と名づけられた….玄

市場品は参に似て色が黒く ，医者もまた乙れを適用し，

鶏脚の如くで，節々を切断し，表面IL:黄色の語症があるも

のが真物である)Jと記載され，二つの生薬図 (Fig.2)

をあげているが，一つは黒い細根が多数散出している

図で，一つは織があり，細根の残痕がみられる図であ

るが，ともに Dipsaωsasper W ALL.の恨のようであ

る.河南省や四川省産のものが最良品とされている.

また外台秘主要m の金療の治療薬の一つにあげられて

いる「続断膏」に「萄続断」が配剤されており ，すで

に唐代から四川省産のものが用いられていたようであ

る.明の万病回春叩の「種子済陰丹」には「川続断」

が配剤され，今日でも rJII断Jと略称し慣用されてい

る.李時珍山は 「今入所用以川38) 中来，色赤而痩，

折之有畑塵起者，為良駕. (今一般に 用いられている

ものは四川省からくるもので，色は赤〈痩せており，

折れば姻盛が起るものを良品としている)Jと云い，

同意見を述べている.本草嚢言40) にあげられている

図 (Fig.4)は本草原始S引の図のーっと近似し，Dip-

sacus asρer WALL. を基源とすることを裏付けてい

る. すなわち明代では真の続断の基源は DψsaαtS

asper WALL. であると L、う説が 主流で定説になって

いたようである.

清の植物名実図考18) には「今浜中生一種続断，極

似芥菜，亦多刺，与大都}徴類.精端夏出ー哲，黒刺虫日

毛主，大量日千日紅花沓， 開花白，宛如葱花， 茎動， 経冬

不折，土医習用(今， 雲南省IL:一種の続断が生育す

る.極めて芥菜IL:似ており，多くの刺針があり ，大衡

にわずかに似てい る.夏IL:~の先備に沓をつけ ， 黒刺

があり 訟のごとくで，大きさ は千日紅花の査ほどであ

る.白色の花が開き，葱花のようで，茎は強く，冬に

なっても折れない.民間医がよく用いている.) Jと

詳細な記文をあげ，正確な図 (Fig.5)が函かれ，本品

は明らかに Dipsacusasper W ALL. である.

和泉屋庄次郎発行， 35丁.

24)藤原忠平ら 延喜式巻37附録，日本古典全

集刊行会，東京， 1929， p.l07. 

25)小野蘭山口授， 小野葱敏録， 井口楽三重訂，

“重訂本草綱目啓蒙岸和田邸学蔵版，巻11.
日本古典全集刊行会， 東京，1928， pp. 244~245. 

26)石戸谷勉， “北支那の薬草 同仁会発行，東

京， 1931， 27~'28. 

27) T. Ishidoya， "Chinensische Drogen ， 11， 

1937， PP， 27~28 . 

28)石戸谷勉，“朝鮮薬学会会報 第5巻，第3号，

1925， p. 139. 

29)宗定哲二，薬誌，56， 479 (1936). 

30)李目方等撰，“太平御覧第 4冊， 中華告書局.

北京，巻989，薬部 6.1960， p， 4378.から 引用

31) ]. D. Hooker， "Flora of British India"， Vol. 

111. K. C. S. 1， London， 1882， pp. 217~218. 

23) A. P. Decandole，“Prodrumus systematis 

Naturalis'¥IV， 1842， p.646. 

33)“実用中約手冊商務印書館， 香港， 1971， pp. 

369~371. 

34)劉j文泰等纂，“本草品集精要巻之 9，上冊，
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それ以後 Henry叫により続断の基源は Dψsacus

asper W ALL. であるとはじめて学名があてられ，

Stuart44lも漢口の続断は本植物であるとした.Die!s41l 

は Dipsacuschinensis BA T AL.と し，Bretschneid巴r415)， 

Stuart44lは北京市場品の続断は Dipsacusja.ρoniωs 

MIQ.であるとした.越矯黄山は市川、1:および北平市

場品の川続断は Dipsacusasper W ALL.を基源とす

るとし，Dipsacus chinensis (= D. inermis WALL. ) 

はみられないと云っている.
¥ 

なお続断が配剤されている処方は多く ，外台秘要m

にはリュウマチ，脚気， 痔疾，婦人疾患，m霊痘， 打

撲，金療のほか強精強壮，発毛剤などにも配剤され，

総数56処方中にみられる.宋の太平恵民和剤局方46)

には神経痛，リュウマチの治療に用いられる七聖散，

換腿園，木瓜図，関節痛や筋骨を強化する思仙続断

固，羊肉闘，吐血や鼻からの出血の治療に用いる必勝

散，婦人疾患に用いられる乾地葉園，沢蘭闘， 牡丹煎

園，破泊固などに配剤されている.

続断の修治法としては，雷公引は「採得後横切~J

之，又去向裏硬筋了，用酒浸ー伏時，熔乾用(採集し

て根を横切し，内側の硬いとこ ろを去り ，丸一日酒11:

浸し，熔り乾して用いる)Jといい，太平恵民和剤局

方叩の，~包茨の項には「凡使，先制砕，用酒浸ー伏時 ，

漉出熔乾，方入薬用， 如急用，不浸亦得」 とあ り， 急

用の場合は酒に漬けなくてよいと云っている.今日で

も水浸したり，鍋に入れて妙ったり，酒で妙った りし

て用いる場合がある叩.

(IIIJ大都，小高Eの本草文献的考証

大煎i，小煎は名医別録引の中品に収載され，基源に

関しては陶隠居3lは「大煎是虎繭，小刻是猶煎，葉並

多刺相似.田野甚多，方薬不復用， 是賎之故.大煎]根

甚療血亦有毒(大前は虎前で，小粛は猫煎の ζ とであ

り，業K多くの刺針があっ てともによく 似ており ，田

野!1:甚Tご多いもので，処方中iζ用いる乙とはまれであ

る.大約根は甚だ血病を療し，有毒である)Jと云っ

ている.葉に刺針が多いというこ とから Cirsium 属

植物であろうと思われる.唐の外台秘要17) に苦148
) の

治療薬として 「虎翻根， 社務，釈根，酸護根， (各一

把)，斑猫(一枚一方云三分 去頭足麹熱)，猫煎1綴

(各一把)，右六味採蜜丸.日一服」 というのがあり ，

この処方に用いられている虎煎根，猫菊畑は Cirsium

属植物を用いるのが妥当と考える.

蕪]敬3) は陶隠居引の説に反論し，1大小商業雄相似，

功力有殊，並無毒，亦非虎猫煎也.大煎]生山谷，根療

盤腫.小菊]生平沢.倶能破血，小策}不能消腫也. (大

通~， 小粛は葉が似ているが，効力の点で異なってい

る.ともに無毒のものである.虎刻や猶煎というもの

ではない.大約は山谷11:生じ，その根は産量腫を治療す

るのに用いる.小刻は平沢K生じ，いずれも破血する

効力があるが， 小東日l己は消騒の効力がない)Jと述べ

ているが基源は不明である.

小烈]の薬効に関しては陳蔵器町は 「破宿血，止新

血，暴下血，.rfrr痢， J~奪癒出血， 幅血等，絞取汁温作煎

和糖合，金療及蜘妹蛇鰍毒，服之亦佳」と具体的に述

べている.

薬用部分は根ばかりでなく，日華子本草3lには小刻

の地上部が用いられ I去煩熱，生研汁服(っきくだ

いた汁を出し，煩熱を去るのに服する)Jと記されて

いる.また大繭は刺爾i，山牛努とも云われ，その葉が

用いられ「治腸盤，腸蔵原血，血運，撲損，可生研酒

弁小便任服，塩研客伝(腸嬢，腹部の荻血， 産後の血

病で悶える病，撲損を治療する.研ったものを酒また

は小便のいずれにでも任意のもので服する.塩ととも

に研って地中K埋蔵する)Jと記されている.

北宋の蘇額引は小菊iについて「苗高尺余，業多刺，

心中出花，頭立口紅墜花而青紫色. (地上部の高きがー

尺余りで，葉11:は多くの 刺針があり ， 中心から1tiが

出，1tiは紅藍花のようで青紫色である)Jと述べ，大

爾]については 「大繭板菌与此相似，但肥大耳，而功力

有殊，破血之外，亦療E華麗(根も地上部も刀、郊に似て

人民衛生出版社，北京， 1964， p. 275 

35)陳嘉議，“図像本草家釜'¥ 巻之 1，金陵存義堂

周如泉蔵版，31丁~32丁.

36)李申立，“本草原始'¥ 1766年 日本霊刊本，続

断:巻 2，19~20了.大小刻根 : 巻 3 ， 7~8丁，

37)説廷賢 万病回春'¥下巻，医林書局，香港，

p.96. 

38)金陵本本草網目では「州」となっているが，頭

註国訳本草網目S引の頭註で述べているごとく ，

「州」は 「川」の誤りであろうと思われる

39)白井光太郎監修，“頭註国訳本草網目 5冊，

15巻，春陽堂，東京， 1930， p.96. 

40)侃朱談，“本草奨言'¥ 巻之三図， 1645. 1丁，

41)郁州薬誌叫および植物名集制 から引用，

24)越煽黄J‘郁州薬誌'¥第 1集，国立北平研究院

生理学研究所生薬研究室，生理学研究所中文報

告集刊，1936， pp. 75~77 ， 122. 

43)松村任三，“改訂植物名主主前編，漢名の部，

丸善，東京，1915， p. 122. 
44) G. A. Stuart， "Chinese Materia Medica"， 

Shanghai， 1911， p. 154. 
45) E. Bretschneider， "Botanicon Sinicon"， Part 

11， Shanghai， 1892， p. 162~163 

46)太平恵民和剤l局編太平恵民和剤l局方ぺ 人民
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いる が，tこだ肥大し.効力の点で異なっている.破血

のほか，媛極を治療する)Jと述べ，小繭，大烈]ともに

Cirsium属植物であろうと思われる しかし証類本草

にあげられた「巽州小刻根」の図 (Fig.6)は葉の車IJ針が

不明瞭であり，蘇閣のし、う小刻とは異なり ，Cirsium 

属催物とは考えられない.葉州は今の河北省、，山西省

および河南省の黄河以北で，遼寧省の遼河以西の地で

あり，しかも本図の頭状花は管状花のようでキク亜

科の植物であり，総琶片が多く，業が長円形状皮針

形で，根が単一の円錐状であるので，その植物形態

および分布域から Breeasetosum (BlEB.) KITAM. 

(= CethalonoPlos setosum KIT AM. 61>) エゾノキツ

ネアザミあるいは Breeasegetul刊 (BUNGE)KITAM. 

(=Cethalonotlos segetum KITAM.) アレチアザミ

のいずれかと恩われる.中蔚志引にこの葉少Ii小前根の

図は CePhalonoρlossetosum t;こ頗る似ていると記載

しているが，本図に頭状花が少ないこと ，業に大鋸

歯がないことからわれわれは上記二種のうち Breea

segetum (BUNGE) KITAM. をあてるのが妥当である

と考える.

本草街義3，euには「大，小煎1皆相(以，花立口筈.但大

鮪高三四尺，業微 小煎]高一尺許，築不敏，以此為異

小繭山野人取為草案，甚適用， ~世有微芭， 亦不能害人

(大，小粛はともによく似ており，;mが警のようであ

る 大前は高き三，四尺で葉K鍛がある. 小刻は高き

ー尺許で，葉K措置がないという点で異なる. 小高日は山

野の人は諌菜にして食べる.わずかに毛があるが， 人

Kは害はない)Jと大，小郊の鑑別点をあげている.

Cirsium属植物は葉脈が明瞭で，業肉部がわずかに隆

起しているこ とが多いので r鍛」はこれを指すもの

と思われ， 大商]の基源は Cirsium属植物であろう と

考える.小煎]は敏がなく ，古 (毛や刺主|など〉がわず

かであるということから Breca属植物を基i原とする

ものであろうと考える.

方書においては小煎の方が大翻よりも多く処方中に

配剤されている.千金要方02) 外台秘要17に太平恵民

和剤局方46) に記載された処方中には小煎]根を配剤し

たものが十数方みられるが，大煎]を配剤した処方は見

あたらない.これらの処方は婦人疾患や出血性諸疾患

の治療に用いられている.大煎]根が配剤されている処

方は北宋の蘇沈良方刊に記載された「治吸.井吸血

唾血.経効阿惨丸 :阿j臥巻 柏，乾山薬，生乾地質.

難蘇，大賀j(独根者最佳日影乾)，五味子(巳上各一

両浄)，柏子仁，夜苓，人参，百部，遠志，麦門冬，

防風(巳上各半両浄).右十四味並択好薬材，依方f街

製， ~島羅為末，煉蜜丸如滋子大」や「治鼻創， 東Ij葡1散

:大前根(一両)，相思子(半両)右毎服一銭，水一

謹，煎七分，去浮放冷服」や元の衛生宝鑑55) の「大

阿穆丸」などで，非常にわずかである.

また大前，小菊]は唐代からすでに食事療法的にも用

いられていた.食療本草66) には 「小菊]根， r主養気.

取生根菜，務取自然汁，服一望，立佐.又取 莱煮食

之，除風熱.根主崩中.又女子月候傷過，主導汗半升服

之， 金癒血不止，按菜封之，夏月熱煩悶不止，擦薬取

汁半升服之，立差」と記載され， 医心方叩には 「孟

説云」 として「薬唯堪煮葵食，甚除熱風気」とある.

明の救荒本草68) には葉を食料にする項に「刺昔日菜」

や「大煎」があげられている. r車IJ前菜」は 「採鰍苗

葉煤熟， 水浸淘浄，油塩調食甚美，除風熱」 と記さ

れ， また「本草名小前， 俗名青刺煎，北人呼為千針

草」とあり，過去の小菊]の本草記文をあげているが，

図 (Fig.11)は薬にするどい刺針があり，葉は茎を

抱き，開花時に根出葉が残存しており Cirsiumja-

pouicum DC. に極めて近似の種である.中菊五三回に

はこの図は CephalonoPlossetosum刻叶刺児菜に似

ていると述べているが，共通した点がないので賛成し

難い.なお 「車IJ繭」とL、う名称は日華子本草3)に「大

前」の別名としてあげられ，明の証治準縄69)には 「九

綴出血」の治療法として「刺煎]一握絞汁酒半重量和服，

如無生者掲乾者為末冷水調三銭」と記している.救荒

本草の「大商」は「今鄭州山野間亦有之.苗高三四尺

茎五稜葉似大花苦萱菜，業茎倶多刺其葉多敏，業中心

開淡紫花(河南省郷県の山野Iζζ れがある.地上部の

高さは三四尺で茎は五稜があり ，棄は大花苦萱菜1<::

似，業茎ともに多くの刺針があり ，業は多くの鍛があ

る.棄の中心から淡紫色の花が開くと記され，図(Fig.

11)は葉が長楕円状皮針形で鈍頭，鋸歯があり ，業縁

には刺金|がある.頭状花は多数で，茎には刺針のある

翼があり Carduuscrispus L. ヒレアザミに完全に

衛生出版社，北京，1959， pp. 16， 22， 25， 93， 

102 ， 106 ， 144 ， 160~162 ， 175 ， 220. 

47)衛生部中医研究院中約研究所，衛生部約品生物

製品検定所合編J‘中約飽笑経験集成人民衛

生出版社，北京，1965， pp: 105~106. 

48)諸病源候論叫によれば種々の原因により起る

頚部の腫れものであると記している.西山英雄

副は「頚の腫れる病，久しく癒えさ.る沼，鼠

疲の如く穴を穿つもの」と云っている

49)巣元方， “巣氏諸病源候総論巻 34，国立中

国医薬研究所出版，台北， 1953， p. 1. 

50)西山英雄，“漢方医語辞典改訂再版， 1971. 

p.346. 
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合致する

明の本草原始3口には「出北地煎]門者勝，花紅女日醤，

但大賀]高三四尺業敏，小前高一尺許築多刺不織野人呼

為千針草(河北省宛平豚の北部l乙産するものがすぐれ

ている .:/tは紅色で髪の如くである .大量Eは高さ三，

悶尺で禁!L:鮫があり， 小粛は高さー尺許りで葉K多く

の刺針があり ，担置がない.一般の人は千針草と呼んで

いる)Jとあ り， 本草街義3)に似た記文をあげ，Fig. 

7の図が記されている.大煎]の図は救荒本草68) の刺、
刻菜の図 (Fig.11)に似たもので，業が羽状深裂し，

鋸歯がみられ，開花時に根出葉が残存している ことか

ら Cirsiurnjaponicum DC.に近似のものであろう と

患われる.また小前の図は葉が金縁で，刺針があ り，根

茎がなく ，根が細〈単一円柱状であるこ とから Breea

segetum (BUNGE) KITAM. であろう と恩われる.

明の三才図会eω には小煎があげられ，図 (Fig.lO)

は明らかに Cirsium属植物であり ，葉が細く ，輪状

にはえている ことから中国各地で最も普通にみられる

「輪煎 Cirsinmlinea何 (THUNB)SCHULTZ BIPONT. 

va r. franchetiiてρallidumKITAM. (= Cirsium 

chinense GARDN. et CHAMP.) あるL、は C. lineare 

var. laushanense KlT AM.，一一一f vestit附 押 KlTAM.

(=C. chinense HAYATA) のいずれかであろ うと思わ

れる.今日 ，広西省では輪前の根部を小煎として用い

ている引

本草網目11lでは李時珍は大，小都}の基源について

論述していないが，附図 (Fig.8)から考えて，大前

は Cirsium属植物であり ，小刻は Breea属植物であ

ると推定する.

清代でもなお大賀i.小菊]の基源については多 くの説

がある.本革委言40) の「大小筒」の 2種の図 (Fig.9)

はともに B何 easegetum (BUNGE) KITAM.であろ

うと思われる・，植物名実図考18) ではまた違った意見

が述べられている.小刻に関しては救荒本草58) の記

文を引用しているが， 図 (Fig.12-A)は救荒本草の刺

前菜の図と非常に臭っ ている.この図について牧野611

はヒレアザミ Carduuscrispus L. であると云い，確

かにそのようでもあるが，植物名実図考18) には Car-

duus属植物を基源とするものに「飛廉」を あげて

おりへ本書の 小煎の図は茎に翼がなく ，刺針のみ

であることから Cirsium属植物をあてるのが妥当で

あると考える.大煎に関しては 2種の図 (Fig.12-B，

の があげられ，Fig.12-Bの図は救荒本草聞 の刺葡]

莱の図と似ており Cirsiumja抑制cumDC. に近似

した植物を示している. Fig.12-Cの図は前述したご

とく 同蓄の続断の図と同じく ，Diρsacus asρer WALL. 

であろう と考える.

このように時代差や地域差により，大前，小菊iの名

称が混乱し，多種類のものが使われていた.近年，謝

宗万62) は正常品の大前は Cirsiumjaponicum DC. 

で，小煎は B何 easegetum (BUNGE) KlTAM.である

としているが，市場では大前と小刻とは異物同名品が

甚だ多く ，江西， 湖北， 東北地方などでは Cirsium

japonicum DC.を小煎と云い，Breea segetum (BUN-

GE) KITAM. を大衡と呼んでいる. また大煎と小刻

とを区別せずに大小夜Ijと呼んだ り63に 全草を用いる地

域もあれば根のみを用いる地域もあり ，極めて混乱し

ている と論述している.そこで中蔚志へ 中国薬用植

物誌64) 中高奇材品種論述62) 江蘇省植物薬材誌剖 東

北薬用植物誌66)， 新江民間常用草務67) 河北中菊手

冊@8〉，広西中草蔚69) 北方常用中草約手冊70) 侠西中

草約7l)などに記載されている大商，小衡をま とめて

みると TABLE. 1のごと くになる.

大筒の正常品に関して 中約志6)や謝宗万62) などは

Cirsium ja.ρonicum DC.であるとしており，本草文

献的にも真の大繭は本種に近縁の植物をあてるのが妥

当と考える.しかし Cirsiumjapo明icumDC.は中国

51)従来 CePhalonoplos属に分類されていたが，乙

の学名は無効になり ，Breea腐が正名となって

いる印ので，以下本学名を採用す る.

52) S. KITAMURA， Acta Phytotax. Geobot.， 8， 

No. 2~3 ， 79 (1956) 

53)冠宗爽撰， “本尊街義 10巻， 商務印書館，

上海，1937， p. 59. 

54)蘇紙，沈括， “蘇沈良方 巻 5.人民衛生出

版社影印，北京， 1956， p. 53. および 巻 7，

p.73. 

55)羅天益，“衛生宝鏡巻12，人民衛生出版社，

北京，1963， p. 116 

56)中尾万三，上海自然科学研究所奨報，第 1巻，

第3号，87， (1930). "食療本草の考察

57)丹波康頼撰，“医心方" 巻30，浅倉屋蔵版，人

民衛生出版社，北京， 1955， p. 708 

58)朱械編輯， “救荒本草'¥ 上巻，草部，明嘉靖

四年 (1586年)刊本， 1~2了.

59)正肯堂，“証治準縄第 3冊，明万歴 30年

(1602年〉 刊， 69了.

60)王折纂輯， “三才図会'¥ 巻之草木三，明， 万

歴35年 (1607年〉刊本，成文出版社，台北，

1960， p. 2361. 

61)白井光太郎監修，“頭註国訳本草綱目第5冊.

春陽堂，東京，1930， p. 129. での考定者， 牧

野富太郎樽士の意見.

62)謝宗万， “中約材品種論述 上冊，上海科学

技術出版社， 上海，1964， pp. 337~340. 
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に分布せず16〉， 中約志6)や謝宗万加などが云う大剰

の正常品は本種の変種かあるいはまったく別種であ

ろうと推定する.中約志6)は Fig.13の図をあげ，

Cirsium ja，ρonicum DC. の学名をあたえているが，

この図は総琶片が 471]. 業の裏面に密に毛があり ，根

茎が極めて小さい点から本種とは考え難い.中国にお

ける Cirsium属植物の調査は不充分で，今だ完全な

分類研究がなされておらず， 今後の研究により明確に

されれば本種が決定されるであろう .

小煎]の正常品に関して中約志6) や謝宗万62) などは

Breea segetum (BUNGE) KITAM. (=Cephalonoplos 

segetum KITAM.) であるとしている.確かに本草文

献的に過去に用いられた小前は大部分 Breea属植物

であろう と忠われれるが，陶隠居3)や蘇碩引のいう 小

煎および三才図会60) や植物名実図考山の小繭は

Cirsium属植物と考えられ，また小刻は大葡]と基源植

物，薬効その他の面で少なからず混乱がみられる.

最近，常用中草蔚手冊72) には「大関，小東日の治療

効果は基本的に同一であり ，とくに癒腫には多く大煎

(Cirsium jゆonicumDC，)を用い，肝炎には小繭

(Breea segetum (BUNGE) KITAM.) を用し、る」と

記載されており，大煎，小煎]に関しては今後過去の記

文にあまりとらわれず，基源植物と薬効が明確にされ

たものを使用する必要があろう.

結論

古来続断は異物同名の同効薬物が数種みられるが，

真の続断は Dipsaωceaeの Dipsacusasρer WALL. 

の根を基源とするものである.

続断の効用と類似した大翻，小剰に関しては各時代

差，各地域差により極めて混乱しているが Cirsium

属あるいはその近縁の B問 m 属植物を用いれば出血

性諸疾患など本来の薬効が期待できるであろう.しか

し過去の記文にとらわれず基源と薬効を科学的に明確

にし，今後新しい薬物として考慮する必要があろう.

謝辞

本研究にあたり，文献閲覧の御便宜を与えて下され

た武田薬品工業株式会社宮下三郎博士に深謝する.

63)われわれの調査(未発表〉でも香港，台湾では

Cirsium 属植物を奉源とするものが 「大小東日」

という名称で市販されている.

64)裂鑑ら，“中国薬用植物誌'¥ 4冊:196図， 5 
冊:248図，科学出版社，北京， 19日 .

65)中国科学院植物研究所南京中山植物園薬用植物

組編， “江蘇省植物薬材誌 科学出版社， 北

京， 1959， pp. 509~513. 

66)劉慎認， “東北薬用植物誌 科学出版社，北京，

195θ， pp. 202， 203， 208. 
67)斯江省革命委員会生産指揮組衛生局主編， “新

江民間常用車約第 2集， 所江人民出版社，

新江，1970， pp.180， 181. 
68)河北省革命委員会商業局医約供応結等編， “河

北中約手冊'¥ 科学出版社， 北京，1970， pp. 
248~252 

69)広西壮族自治区革命委員会衛生管理服務結編，

“広西中草約'¥ 広西人民衛生出版社， 広西，

1970， pp. 256~257 . 

70)北京，沈陽，蘭州，新語部隊后勤部衛生部合編

“北方常用中車約手冊'¥人民衛生出版社， 北

京，1971， pp. 556~557. 

71)侠西省革命委員会衛生局，商業局編， “侠西中

草蔚科学出版社，北京， 1971， pp， 694~697. 

72)広州部隊后動部衛生部編，“常用中草約手冊

人民衛生出版社， 北京， 196θ， pp. 400~403. 
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Fig.9 本草嚢言 Fig.l0 三才図会
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Fig.12 植物名実図考

A.小 繭 B.大繭(一〉

c.大商(二〉 Fig.13 中蔚志6)) にあげられている大前



TABLE 1.現在中国で用いられている大商，小煎]の基源

生薬名| 中国植物名 A寸'4ゐ 名 !薬用部分| 使 用 場所

前 Cirsium japonicum DC. ( ? ) 
全草|野霊長七陵山間徽，四JII. 西

根 |広東，広西，貴州，江西南畠

大 東j児 菜 !B(7=68aCeps的hal仰 oZpl(oBsLJN…TAM | 錦 | 芸 喜子2dt喜劇河北segetum) 

刻葉刺児菜 |均 … l(oB恥s 町 |錆|東北i 林河北 開 l

翻
(=Ceρhalonoplos setosum) 

飛 日程 |ωduus crist附 L | 全草 | 江蘇徐州，青海

香 前 I Cirs抑制…nosW. W. SM 巴tFORR. I 全草 | 青海

青 刺煎1 Cirsium chl叫戸isPETRAK 根 |雲南

:悶管煎] I C… | 東北， 河北

馬 刺 煎] I Ci仰 | 侠西太白山

大青青菜 Cirsi | 山東

羽萄煎 I C…咋
大牛喧口穂大前 I C… 根 |伽|

草大 煎1 I C…n pratense DC 

魁 翻 I Cirsω leo NAKAI et KITAG | 東北

野' 煎] Cirsium ma帥 iiMAXIM 

東IJ児菜 Breea segetum CBUNGE.) KITAM. ，四川， 西，甘粛

茎，根茎|青海

刻東IJYe莱 IB何 easet…(BIEB.) KITAM 1 全草 !河北 |畑利平， 甘 粛 湖 南

煎 I Cαirs問川仰S幻訂i 根 | 湖北利川，江西南昌
資] |ω 輪煎(霊安刻) KITAM. キ艮

ρ(a=llCtdtiznun zum chmense GARDN.et CHAMP-〕

野 煎} I Cirsi仰 maackiiMAXl ! 河北安国

細 業菊] Cirsium 1仰 reSc肌 TZ. et BIPONT. | 四川

新極小煎} Cirsium sp I :全草 | 新彊

萱 貿莱 I Sonchω brachyotus DC | 全草 | 東北，河北安国，天津

苦 菜 Ixeris versic，伽 DC | 全草 | 吉林九台

変色苦菜 Ixeris chinensis s岬 versic伽 K | 吉林
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茶の薬用について

赤松金芳*

KANEYOSHI AKAMATSU: On the Application for Medicinal Purposes of the Tea. 

A brief note on the History of TEA， and comparative study with followiug publications 

about the Medicinal Use of TEA. 

「喫茶養生記JKissa Yojoki (1211 : 1214) by栄西 Yosaiin contrast to r新修本草JShiushu 

Honzo (657) in唐 Toera， r万安方JMannanmho by梶原性全 KajiwaraSeizen to r証類本草」

Shorui Honzo (1108 : 1116) in宋 Soera， and r茶若能記JChamei Noki (1805) by翠中軒知

新 SuichukenChishin to r本草網目JHonzo Komoku (1590) in明 Minera. 

茶は，南部アジアの原産で，インド，中国，日本に

も自生していたといわれる。

中国では，すでに周(B C 800~600) のころから知

られていたというカ入飲料としたのは漢代 (BC 206 

~AD 1)のころで，現在の四川省附近の地方習俗と

して用いられた。貌 (220~260) の華陀の「食論」の

中に， 茶のこ と を論じているが，唐 (618~909) 代で

は，陵羽が「茶経J3巻を著わして玄宗に献じた。ま

た宋 (960~1126) のころには， 祭哀の「茶録J，蘇紙

の「茶説J，毛文錫の「茶譜」などが著わされて，唐宋

の時代では，茶は晴好用としても，一般に普及し，従

って，その栽培も盛んとなり ，団茶 ・粉茶などが製造

されるようになった。

日本でも ，自生茶があったようであるが，奈良朝時

代， 天平年間 (729~748)，聖武天皇が「般若経」を講ぜ

られたとき，百f首を禁廷に召して 「行茶儀」が行われ

たというこ とが r奥義抄」に記されてあり ，また，

僧行基 (668~749)が ， 諸国に堂舎を建てたとき ， 茶の

木を栽えたとのことが「東大寺要録」に載っている

が，これらは，自生茶であったか，あるいは中国から

伝えられたものであるかは，明らかでない。

また，極武天皇の延暦 24年 (805)に僧最澄が，唐

から茶の種子を携えて帰り ，比叡山麓に栽えたという

ことが「日吉神道秘密記」に見えている。

そして r日本後紀」による と， 嵯峨天皇が弘仁 6

年 (815)4月，近江国滋賀韓崎に行幸されたとき，

焚釈寺で大僧都永忠が白から茶を煎じて奉ったとい

い，同じく 6月には，畿内および近江 ・丹波 ・播磨の

諸国に令して茶を栽えて，毎年これを献ぜしめるとい

本京浜女子大学教授， Adress: 10-18 yukinoshita. 

1-chome， Kamakura-shi， ]apan， 

う記載もある。

また，延喜 2年 (901)に醍醐天皇が仁和寺へ行孝

されたとき，字多法皇が茶の饗宴をされたことが「花

鳥余情」に見え，あるいは，村上 天皇の天暦年 間

(947~951 ) に悪疫が流行したとき ， 空也上人が患者

に茶を施こして効があったとL、う伝説がある。

そして，深江輔仁の「本草和名J(918)には，Ir苓，

苦篠』の名が見えるが，和名は記されていなし、。これ

は，唐の 「新修本草」に載せられた名前を，そのまま

引用したものである。 また，源、順の「和名類楽室長」

には『茶若』として 『爾雅注にいう ，茶は小樹にして

支子に似，その葉は煮て飲となすべし』とあるが，こ

れも「新修本草」の注によったものである。

以上のように，平安朝時代に，茶が飲用または薬用

に供せられたようであるが，その後一旦中絶していた

らしく，現在，我々が飲用している茶は，鎌倉時代に

なり ，僧栄西 (1141~ 1215)が，宋から帰朝のとき，

茶の種子を持って帰った。ところで，その時期につい

て2説がある。それた仁安3年 (1168)すなわち最初

の入宋のとき持ち帰ったという説と，建久2年(1191)

再度入宋して帰朝したとき持ち帰ったという説とがあ

る。いずれにしても，持ち帰った茶の種子を，肥前の

平戸，筑前の背振山に栽えたといい，また，その茶種

子の一部を，{首高弁(明恵上人〉に贈ったのを，建保

元年 (1217)栂尾の深瀬に栽え，同5年これを字治に

分栽し，それから全国に茶園がで‘きた。また，栄西に

師事した聖一国師は，その郷里の静岡で茶の栽培を奨

励したとし、う。

ところで 「吾妻鏡」巻22，建保2年 (1214)2月4

日の条に

将車家取11御病悩，諸人奔走，但無殊御事，是若去
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夜御淵酔余気敷， ~葉上僧正侯御加持之処，問此

事，称良薬，自本寺，召進茶ー釜，而相副一巻

書，令献之，所誉茶待、之書也，将軍家及御感悦，

AA  

〔去月之比坐鱒余暇書出此抄之由申之〕

とあり，源、実朝が病気にな り，それが宿酔であったの

で，栄西(葉上僧正〉が良薬と称して茶ー翠を進め，

且つ，茶の徳を誉めると ころの書を献じたことが記さ

れている。この書が「喫茶養生記」で，その初治本

は，承元5年 (1211)にでき，そして現在市販されて

いる再治本の序文には，建保 2年正月となっている。

この「喫茶養生記」の序文には

茶者養生之仙薬也，延齢之妙術也，山谷生之，其

地神霊也，人倫採之，其人長命也

とあり，本書は，上下 2巻より成り，上巻は 『五臓和

合門』として，茶の名称，形容，功能，採時，及び調

製などにつき記し，下巻は 「遣除鬼魅門』として，飲

水病，中風，不食病，療病，脚気病などの養生法につ

き記されている。

そして，その 『五臓和合門』では「尊勝陀羅尼破地

獄法秘紗」をヲ I~ 、て 「肝臓は酸味を好む，肺臓は辛味

を好む，心臓は苦味を好む，牌臓は甘味を好む，腎臓

は献味を好む』とし，更に之を五行，五方，季節，五

色，五識，五感等に充てる。

五臓|五味|五行|五方|季 節|五色|五識|五感

肝 酸 木 東 春 青 魂 限

肺 辛 金 西 秋 白 甥 鼻

d心 苦 火 南 夏 赤 神 舌

牌 甘 土 中 四季末 賞 τd tt 二、 口

腎 献 水 ゴヒ 冬 黒 相 耳

これらは，中国における陰陽五行説に基ずくもので

あるが，本書によれば，茶は苦味の最上のもので 『茶

を喫すれば心臓を強くして病なし』といい，また『も

し人，心神，不快の時は，必ず茶を喫すベし，心臓を

調えて万病を愈す』とし、う。 これは茶が苦味であると

いうことによって心臓を強く するというので、あって，

もとより栄西は，カフェ インの強心作用というような

ことは知っていなかったが，まことに偶然の一致とも

いえよう 。

更に，茶の功能として， 諸書を引用して述べてあ

る。すなわち

広雅臼，其飲茶，醒酒，令人不眠。

博物志日，飲真茶，令少眠。

神農食経臼，茶若宜久服，令人有悦志。

本草(すなわち新修本草)日，茶味甘苦徴寒

無毒，服即無痩清也小便利，陸少，去疾(疾?)

渇，消宿食。

華位食論日，茶久食則益意思，身心無病。

萱居土食志日，茶久服羽化。

陶弘景新録臼，喫茶，軽身，換骨苦。(骨苦即脚気

也)。

桐君録日， 茶煎飲，令人不眠。

紅育五年賦臼，茶調神，和内，倦慨康除。

本草拾遺日，皐重苦平，作飲止渇，除疫，不眠，

利水道，明白，出南海諸山，南人極重，除湿疫病

也。

など，その功能を述べてあるが，これらの中には，カ

フェインの利尿，興奮作用を示すと思われるものも見

える。

そして， ここにいう本草は，唐の蘇敬の「新修本

草J(657)で，その巻 13の木部中品に， [j"新附』とし

て

苓苦傑，苓味甘苦徴寒無毒，主痩搭，来日小便，去疾

熱渇，令人少陸，春採之

苦篠， 主下気， 消宿食，作欽加茶英葱差等良。

按，爾雅釈木云，横苦様注，樹小，似楯子，冬

生葉，可煮作襲飲， 今呼早採者為様，娩取者為

苓，ー名奔，萄人名之，苦茶生山南金州梁州漢

中山谷。

との記載があり，これより引用するとともに同じく唐

の陳蔵器の 「本草拾遺J (739)からも引用している

が， 宋の「証類本草」の影響はまだ現われていない。

突の唐慎微の「証類本草J(1108: 1116)では，第

13巻に，上記の 「新修本草」の記載の外に，

陳蔵器本草云，苓苦茶，寒，破熱気，除産気，利大

小腸。

食療云，若葉，利大腸，去熱，解渓……

茶主下気， 除好陸，消宿食。

外台秘要，治卒頭痛。

食医心鏡， 主赤白痢及熱毒痢 ........主気塗，

笠腰痛，転筋不得。

経験方，治陰嚢上療。

兵部手集，治心痛不可忍十年五年者。

勝金方，治鑓捜尿人成療。

などの功能が記載されている。

そして， r喫茶養生記」より約100年後の，同じ鎌倉

時代，梶原性全の「万安方J(1315)，巻61の「照味鏡」

上巻には，この 「証類本草」 の記載を，ほとんど，そ

のまま引用しである。(但し， r外台秘要」の治卒頭痛
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と， 1勝金方」の 「鰻綬尿庶」の項は脱けている〉。

ところが，明の李時珍の 「本草綱目J (1590)の第

32巻には，まず，

〔主治〕症療，利小便，去族熱，止渇，令人少l涯，

有力悦志〔事¥lt主食経〕

と記載しているが， これは，[神淡食経〕の 『有力悦

芝、』 の外に， 1新修本草」および 「証類本草」の 『援

癒，利小使，去淡熱渇，令人少陸』をも「事Ilf1l!:食経」

の記載としている。そして 『下持，消食』のみを蘇恭

(即ち 「菊干修本草J)の記載として引用している。そ

の他

|陳蔵器の破熱気，除痘気，利大小腸。

王好古の 清頭目，治中風昏憤，多緩不醒。

陳承の治傷暑，准痢。

呉瑞の治熱毒赤白痢。

李時珍の 吐風熱療誕。

を 〔主治〕とし， その 〔附方〕には

医方大成の気虚頭痛。

孟読の赤白下痢。

普済方の大使下血。

郭稽中婦人方の産後秘塞。

兵部手集の 久年心痛。

孟奇L食療の腰痛難転。

簡便方の解諸中毒。

(ヲ開方名不記)の痘癒作淳。

経験方の陰極生癒。

摂生方の 脚栂湿慨。

勝金方の煩i受尿療。

摘玄方の 風疾煩疾。

聖済総録の震乱煩問。

飽氏の月水不通。

瑞竹堂方の疾|反欽獄。

などが挙げられている。

これに対して，江戸時代，享和3年 (1803)翠中軒

知新によって著わされた「茶若功能記」がある。これ

は，乾坤の 2部より成り ，全部寓本である。

著者11，序文には Ir翠中軒知新』とあり， 題辞に

は 『知新庵又新』 とし， また，本書最後の自践には

『知新庵何縛房』 の署名がある。 何れも同人異名で

『阿縛房』とあるから，多分，f曽侶であろうと推察す

る。

そして，本文は，平仮名交り文で，最初に，

『本草網目に日く，神農食経に臼く， 茶若よろし

く久服すべし，カあらしめ志悦。

ム弁に云<，神農食経の書， 今はなし，本草綱

自にかくのごとくあり云云』

というように，知新は，李H寺珍の 「本草網目」に「神

食漫経」として引用した中の 『有力悦志』だけを取り

挙げて，他の 「新修本草」の記載は|徐いている。その

他は，主として 「本草網目」の記載により ，

中風管伯多肢(眠?)不醒を治す。

大小腸を利す。

頭目を治す。

fあ暑w.乱池利を治す。

風熱波涯をl止くを治す。

気虚の頭痛を治す。

熱毒下利，大使下血， 産後秘~ ， 久年の心病を治す。

諸中毒を解す。

痘癒浮きを治す。

陰護癒を生ずるを治す。

脚極湿欄，抹茶を附け治す。

月水不通を治す。

疾l輪車k現止を治す。

などの功能を挙げてある。 (但し，孟読食療の腰痛難

転，勝金方の腿i史尿癒，摘玄方の風苦笑顔疾，聖済総録

の寝乱煩悶は除く〉

また喫 茶 養 生 記」からは

意志を益し，心身病無し。〔華陀〕。

羽翼を生ず。

眠多きを治す。〔博物志〕。

神を調え，内を和し，倦悌除き易し。[正午!吠〕

を引用するほか，本書独自の功能として，

痔療を生ぜ、ず，痔獲の憂なし。(これは新修本草の

濯療によるか?)

寅痕を発せず。

頭疫，面癒，汗痘を治す。

口舌牙歯痛を治す。

頭脳鳴響を治す。

大白蟻を治す。 (この注によるとIr初め，物音を

嫌い，鳴り響くを忌むこと，日に増し:少しの音

ほと¥いやがる思い苦しく云云』とあり。一種の

神経性疾患のようでもある〉

肺E護，気燈，fj定腫，m霊庁を治す。

卿血，吐血，疾血，幅血を治す。

幅吐， 置飛胃，踊症を治す。

沼鈴鼻，躍療を治す。 (但し援癒は「新修本草」所

載)

脚気を治す。 (1喫茶養生記」には骨苦を 脚気とす

る〉

などが挙げられている。
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以上， 茶の功能を説いているが，その多く は，カフ

ェイ ンの中枢興奮 ・利尿作用， テオフィリンの利尿作

用や， フラボノイド， タンニンなどの 収数 ・止血作

用， あるいは，サボニンの去疾作用，またはビタミ ン

C作用などの諸作用によると恩われるものが少なくな

いようである。

とこ ろで，これらの茶の効用を説く とと もに，その

害の方面についても説くものがある。

すでに，唐の孫思遡の 「千金方J(652)に

『黄帝云，不可共韮食，令人身重』

といい， 韮と共に食することを禁じている。

また「証類本草」にも

際蔵器本草云-… ・食之宜熱，冷即豪疾。

といい，あるいは

図経日……飲茶少則起神思，過多則致疾病。

ともL、う。

そして「本草綱目」では

蔵器日，苦寒，久食令人捜，去人脂，使人不l歴，

飲之宜熱，冷則豪疾。

胡治日，与権問食，令人身重。

李廷飛臼，大潟及酒後飲茶水，入腎経，令人腰脚

跨脱冷痛，兼患水腫E竪痔諸疾，大抵飲茶宜熱宜

少，不飲尤佳，空服最忌之。

時珍臼，服威霊合JI，土校苓者，忌飲茶，

などといっている。これらによるとIi熱い茶はよい

が，冷たい茶はよくない』とかIi久食』または『過

多』はよくないといっている。また，江戸時代の名古

屋玄医の「閲甫食物本草J(1671)にも，上記の説を

引用するほかに，

若少壮胃健之人……温飲則火因寒気而下降，熱飲

則茶借火気而升散，又兼解酒食之毒，使人神思閤

爽，不昏不陸， 此茶之功也

若虚空襲及血弱之人，飲之既久則稗胃悪寒，元気暗

損・…・・成疾飲，成策脹，成需在庫，成黄痩，成幅逆，

成洞潟， 成腹痛， 成田寂， 種々内f~ ， 此茶之害

也......

といい，これは体質によって筈があるというのであ

る。

茶葉中には，その品質による差異はあるがカフェイ

ンを 1 ~ 5 %含んでいる。それで， そのカフ ェ インを

それで，そのカ フェインを連用すると習慣性があり ，

大量用いると ，もちろん中毒作用を呈することは周知

の通 りであり ，また，過敏性体質の人は，小量でも，

時には有害作用を示すこともある。こ こにいう「関甫

食物本草」は，それを指すものと恩われる。

これに対して「茶苓功能記」では

本草家時珍，茶を毒なりと云えども，百能のう

ち，一二を禁ずるのみ也。茶嫌らいの人，この説

になづんで，百毒もあるように思うは訣り也。元

来，時珍は茶嫌らいにて，忌むこと甚だし。人々

の禁好うまれつきに任せて，しゅべからず。時珍

が説に因って，貝原氏，和漢事始にも甚だ悪しく

書きたれども ，世上一般に茶を飲むことなれば，

是非を論じ得たる説にてもなし。 …回一茶の悪説を

いう事は，茶に似せ物ありて，交ぜ茶を商ない，

或は出地場所あしきものは薬にならぬという義

也……上茶を飲むには，毒ということ有るべから

ず・.....

とて，茶の有害説を否定して，極力，その功能を強調

している。

以上， 茶の薬用につき，唐の「新修本草」に対する

栄西の「喫茶養生記J，宋の「証類本草」に対する梶

原性全の「万安方J，明の「本草綱目Jに対する翠中

軒知新の「茶苓功能記」の記載につき，それぞれ比較

考察を加えたのであるが，それらの薬効を，その成分

および薬理作用につき現代の医薬学上より見て，適当

であると思われるものも少なくないことは，誠に興味

があ り， また意義深し¥ものがある。
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〔会務報告〕

日本薬学会第92年会は，昭和47年 4月 5， 6， 7の3日聞にわたり ，近畿大学を会場として開催 されたが，薬

史学部会は 7日R会場で，下記報告ならびに特別講演を行なった.

(報 告〉

O調剤法，機容の改良について， (阪大病院〉

(大阪薬大〕中室嘉祐， (阪大病院〉福島広利 ・松井 進

O大病院方函について

(明治薬大〉 佐藤交比古

O教科書から見た明治初期薬学教育

(東京薬大〕 川瀬 清

O茶の薬用と翠中軒知新著「茶若功能記」

(京浜女子大〉 赤給金芳

O緒方洪庵をめぐる薬学ゆかりの人ぴと

(薬史学会〉 根本 曽代子

o r日本薬園史」の著者 上回三平伝

(山之内製薬 ・中研〉 三浦三郎

E s t a b 1. 1 8 7 0 

HEIANDOO PHARMACY 

5-78 Aioityoo， Nakaku， Y okohama， Japan. 

Tel. Yokohama: 045-681-3232 ; 3233. 

Dr. TOOTAROO SIMIZU， Pharmacist. 
Professer of Pharmacy TOHO UNIVERCITY， Tokyo 

Member of THE JAPANESE SOCIETY OF HISTORY OF PHARMACY， Tokyo. 

Member of L' ACADEMIE INTERNATIONALE D'HISTOIRE DE LA P!-:IARMACIE. Pays Bas. 

Member of Internationale Gesellschaft fur Geschichte der Phamazie e. V.， Stuttgart. 

Member of the American Institute of the History of Pharmacy， Madison. 

HUZIO SIMIZU， Chief Pharmacist. 

創業明治 3 年

平 安 堂 薬 局
横浜市中区相生町 5-78(馬車道)

電話 (045)-6 8 1 -3 2 3 2， 

東邦大学名与教授 薬学博士

薬 局 長薬 剤師

323 3 
清水 藤太郎

清水不二夫
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(特別講演〉

O道修町を中心とする大阪の薬業について

(大阪大学名誉教授〉 宮本 叉次

O国際薬史学会 コングレス lこ出席して

(東邦大学薬学部〉 清水藤太郎

。
なお，午後の部開会l乙先だち ，46年度庶務会計報告を行なうに当り ， 多年経理担当として尽した幹事赤須通美

氏の急逝に対し弔意を表した .

〈会計報告〉

46年度決 算

く収入〉 443，585 (単位円〉

繰 越 金 11，283 

会費賛助会員 10，000 

一般会員 58，000 

学生会員 500 

広 告 料 55，000 

雑誌売上代 3，600 

寄 附 12，500 

手リ 子 340 

借 入 金 292，362 

(支出〕 416，742 

郵 送 料 11，945 

事 務 'l!i. 535 

印 昂リ E当 304，262 (薬史学雑誌 Vol.5No.2他〉

返 済 品入ム 100，000 

残念 26，843 (次年度繰越〉
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日 本薬 史 学 会会則

第 1条本会は日本薬史学会 TheJ apanese 2. 幹事は総会で会員の互選に よっ

Society of History of Pharmacy て選び，会長を補佐して会務を

と名付ける. 担当する.

第2条本会は薬学，薬業に関する歴史の調 3. 幹事中若干名を常任幹事とし，

査研究を行い，薬学の進歩発達に寄 日常の会務および緊急事項の処

与するこ とを目的とする. 理ならびに経理事務を担当 す

〈 第3条本会の目的を達成するために次の事 る.

業を行う . 4. 評議員は会長の推薦による.

1. 総会 (毎年日本薬学会年会の時 第 7条本会に事務担当者若干名をおく .運

に行う) 営委員会は会長これを委嘱し， 常任

2. 例会 (研究発表会，集談会) 幹事の指示を受けて日常の事務を と

3. 講演会，シンポジウム， ゼミナ る.

-)レ，その他 第 8条本会の事業目的を達成するため別に

4. 機関誌「薬史学雑誌」の発行. 臨時委員を委嘱することができる.

当分の間年2回とする. 第 9条本会は会長の承認により支部又は部

5. 資料の収集，資料目録の作製. 会を設けるこ とができる.

6. 薬史学教育の指導ならびに普 第10条本会の会則を改正するには総会で出

及. 席者の過半数以上の決議に よるもの

7. その他必要と認める事業. とする.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的 第11条本会の年度は暦年 (1月より12月ま

の達成に協力 しよ うとする人を もっ で)とする.

て会員とする. 第12条本会の事務所は東京都千代田区神田

第 5条本会の会員は会費と して年額 1，000 駿河台日本大学理工学部薬学科内に

円を前納しなければならない. 但し おく.

学生は年額500円とする.賛助会員

は本会の事業を協賛する人また は団 日本薬史学会役員 (昭和47年10月現在)

体とする.賛助会員は年額5，000円 O 印は常圧幹事

とする. 会長 朝比奈泰彦

第 6条本会に次の役員をおく.会長1名， 幹事 長沢 元夫 三浦三郎

幹事若干名，評議員若干名，役員の 沌戸辺夫 川瀬 消ー

任期は2カ年とし重任することを認 0木村雄四郎 O吉井千代田

める. 清水藤太郎

1. 会長は総会で会員の互選に よっ (地方) 難波 恒雄 塚本赴夫

て選び，本会を代表し会務を総 宗国

理する.
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